
工 賃 支 給 額 あり（平成2８年度平均工賃　16,974円）

昼 食 の 有 無

体 験 利 用

350円

写真（作業風景等）

写真（行事風景等）

法 人 名 社会福祉法人　八幡会

共同生活援助事業所グループホームむなかた併 設 事 業

メールアドレス appare-akatuki@sweet.ocn.ne.jp

ホームページ http://www.hachimankai.or.jp/akatuki/index.php

開 始 年 月 日 昭和５７年４月

所 在 地
あかつき学園　　　　　　　　　あかつき学園沼田作業所
南島原市加津佐町乙933-1　/　雲仙市南串山町1204-1

電 話 0957-87-5165 FAX 0957-87-5189

送 迎 有 無

【３】行事等

被服班：縫製工場の下請け作業としてアイロンプレス、たたみ作業を行っ
ています。利用者一人一人に合わせて作業提供を行っており、それぞれが
責任を持って作業に取り組めるような環境作りに力を入れています。課題
や目標を明確にして、一年ごとにステップアップができるように支援を行
い、技術の向上を図っています。

水産班：橘湾でタイ、シマアジ、イサキなどの魚の養殖を行っています。
障害者施設では全国的に見ても唯一の取組みになります。稚魚の段階から
2年～3年で成魚に育て、市内の魚屋を中心に活魚販売を行っています。
作業内容としては、ロープワークを覚えることから始めて、給餌、網替
え、出荷補助などを行います。27年度からは新たに、ワカメの養殖、加
工に取り組んでいます。

就労移行：上記の作業に加えて、座学にて一般就労に向けた社会性や知識
の向上、販売での接客などを通しての実践と、段階を追って就労に向けた
取組を行っています。

その他の作業として、生活介護においては、手袋製造、木工品、公園管理
や畑の整備と３つの班に分かれて活動を行っています。

季節に応じた行事をはじめ、公共交通機関を利用した訓練を兼
ねての外出などを行っています。法人内の行事では、夏祭りや
スポーツ大会があり、利用者の方々は毎年楽しみにされていま
す。また、産業祭や運動会などの地域行事にも積極的に参加
し、地域住民はもとより地元小中学校との交流を図り、地域共
生に努めています。

送迎範囲なし

昼食実費額あり

写真等（外観）

月曜日～金曜日（月によっては土曜日も営業） ９：００～１７：００

利 用 定 員

就労移行支援・就労継続支援Ｂ型・生活介護・短期入所・施設入所

就労移行支援（6名）・就労継続支援Ｂ型（20名）・生活介護（25名）・短期入所（3名）・施設入所（40名）

開所時間

サ ー ビ ス 種 別

【２】作業・活動内容

開 所 日

【1】事業所概要

あり（昼食代のみ実費）

事業所名：障害者支援施設あかつき学園



至　加津佐 至　小浜

田の平バス停

作業

串バス停 ガソリン
スタンド

【6】地図・アクセス

【交通アクセス】

あかつき学園
国道５７号線沿い、島鉄バス
串バス停降車、徒歩１０分

あかつき学園　沼田作業所
国道５７号線沿い、島鉄バス
田の平バス亭降車、徒歩５分

8:00

9:00

10:00

12:00

14:00

作業開始

１０：００～１０：１０休憩

17:00

作業

１５：００～１５：１０休憩

１６：３０作業終了

15:00

時間 内容

16:00

１２：００～１３：００昼休憩

作業開始

11:00

13:00

　あかつき学園は「働く事を通じての生命の大切さの育成」「働く事に感謝する心の育成」
「働く事を通じて協力する心、思いやりの心の育成」を支援目標に掲げ、利用者の意思及び人
格を尊重し、適正に福祉サービスを提供することを目的とします。
　施設は穏やかな自然に囲まれた場所にあり、利用者の方々に伸び伸びとした生活空間を提供
し、入所での生活を通じて、身の回りのことが自分でできるように、援助を受けながら健康に
暮らせるように、個々の意向に沿った居住支援の充実を図っています。また、施設の行事をは
じめ、地域行事も積極的に参加し、健全な心身の育成を図ると共に、毎月の外食や、買い物支
援で気分転換を図り、穏やかに毎日が過ごせるように日々支援を行なっています。職住分離の
考えのもと、本体施設と作業所が別々の場所にあり、仕事と生活にメリハリをつけています。
施設入所が基本となりますが、地域移行も積極的に進めており、30名を越える方々が、グ
ループホーム等に生活の場を移されています。
　日中活動においては、地元の縫製工場からの仕事や魚の養殖など地域に密着した作業を取り
入れています。特に魚の養殖事業については、他にはない唯一の取り組みとして30年ほど前
から取り組んでおり、当施設の最大の特色だと思っております。水産班においては、地元の漁
師の中に溶け込んでおり、繁忙期になると、漁師たちから「手伝ってほしい」と声がかかるほ
ど頼りにされる存在となっています。そういった中で日々の活動を行なっているため、図らず
とも規律や社会性が自然と身につく環境にあります。

国道57号線　　　  

【５】施設の特色等

【４】プログラム
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